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ご挨拶

創立１６０周年を迎えた高校が岡山県井原市にあります。

興譲館高校という私立の高校で、先般、この記念式典に参加

してきました。校名が変わらず１６０年永続している高校は、

この興譲館だけでないかと言われていました。

この興譲館という名前は、「一家仁になれば、一国仁に興り、一家讓となれ

ば、一国譲に興る」という四書の一つである「大学」の一節に由来するとされ

ています。一家に仁の道が実践されれば、国全体も仁に満たされる。一家に謙

譲（けんじょう、ゆずり合い）の徳が実現されれば、国全体にも謙譲の徳が盛

んになる、という意味だそうです。

１６０年前というと、１８５３年、まだ江戸時代の嘉永６年の頃で、興譲館

の初代校長が、日本の儒学者の１人として紹介されている阪谷朗盧（さかたに

ろうろ）先生であり、日本資本主義の父と言われる渋澤栄一氏や備中の聖人

といわれた山田方谷、吉田松陰の弟子であった久坂玄端をはじめ多くの人物と

の往来があったと言われています。

そして、この学校の特徴は、知識学問だけでなく、人として生きる道を先人

の教えから学び続けていることにあろうかと思います。

まず、高校に入学してからの１年生の必修科目として、論語があり、孔子の

教えを通して、人として正しく生きること、また、人を気遣い、他者を尊重し

て生きることを学ばれています。利己的で自己中心的になりがちな現代におい

て、論語は、時代を超えて大切なことを教えてくれているようです。

そして、２年、３年の必修科目に人間学があり、論語以外の、古典を通して、

先人の生き方考え方を学ばれ、佐藤一斎、吉田松陰、山田方谷、福沢諭吉、新

渡戸稲造等の日本の精神文化を築いてきた数々の教えから、人としての生き方

あり方を考え、自己を見つめ、素直に、謙虚に、誠実に人生を歩もうとする態

度を養い学ばれています。

そして、在校生徒代表として挨拶をされた女性の生徒会長さんが「不易流行」

（松尾芭蕉の言葉）という言葉を説明されました。いつまでも変化しない本

質的なものを忘れない中にも、新しく変化を重ねているものをも

取り入れていくことが大切であるということです。



ホームページアドレス http://www.hshsc2003.jp/

新・流行語大賞

毎年冬が訪れると、「今年の新・流行語大賞は何かな～」って、なぜかソワソワし

てしまうのです。なぜなんでしょう・・・？自分でもよくわかりません(笑)。自分の

中で今年１年を振り返るきっかけにして、おもしろく楽しい「ことば」だったら「今

年１年楽しかった。」と、悲しい出来事があった年の「ことば」だったら「来年は良

い年にしよう。」と締めているのかもしれません。

昨年は、スギちゃんの「ワイルドだろぉ」でしたね。私の周りでもよく聞きました

し、よく使いました(笑)。楽しい１年だったかと思います。

この賞は、主催しているユーキャンでは「１年の間に発生したさまざまな「ことば」

のなかで、軽妙に世相を衝いた表現とニュアンスをもって、広く大衆の目・口・耳を

にぎわせた新語・流行語を選ぶとともに、その「ことば」に深くかかわった人物・団

体を毎年顕彰するもの」として開催しているそうです。

今年もたくさんのおもしろく、元気づけてくれた、心に残る言葉がありましたね。

「今でしょ！」「倍返しだ！」「じぇじぇじぇ」「お・も・て・な・し」・・・etc

今年はどんな「ことば」が受賞するのでしょうか！そして今年１年「どんな年だっ

た」と象徴するのでしょうか。発表が楽しみです。できれば楽しい「ことば」を期待

します（明るく締めたいからですね～。「終わりよければ全て良し」）。

健軍事務所 中村享子

コラム

これを私たちの会社に置き換えると、会社の考え方、進むべき方向性を示す、経営

理念は変えてはいけないけれど、これを実現する戦略、戦術は、時代とともに変化さ

せなければならないということになろうかと思います。

私たちの人生にも大きな苦労や困難を乗り越えていく必要がありますが、不易流行

という言葉を心に刻みながら学校生活を送っている興譲館の生徒さんたちに頼もしさ

を感じました。私達も見習っていきたいと思います。

それでは、今月号もよろしくお願いします。

（代表社員 大島隆広）



合併手続きの流れ

１．合併契約書の作成、合併契約の締結

※効力発生日、合併比率等の決定

２．株主総会で合併について承認決議

※債権者保護手続きと並行して合併の承認

３．債権者保護手続（官報公告及び現存する債権者への個別の通知）

※公告及び通知から１カ月の異議申し出期間

４．合併契約で定めた効力発生日到来

※効力発生の後に登記申請

５．合併の登記申請　　　

※登記申請から完了まで約１週間

６．登記手続き完了　

※手続き開始から完了まで最短で約２カ月ほど
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先月からは３回シリーズで、会社の組織再編に関する大まかな手続きの流れについ

てご紹介しています。先月は組織変更手続きの流れでした。そこで、今月は、二つ以

上の会社が合体する吸収合併手続きをご紹介します。

この手続の中でも、先月ご紹介した組織変更の手続きと同様に、官報への公告掲載

の手続きを経なければなりません。そのため、手続きにかかる期間にはご注意くださ

い。また、知れたる債権者（金融機関・リース会社・買掛金のある取引先など）には

個別に合併する旨及び合併に異議がないかをお尋ねする旨の通知をしなければなりま

せん。この通知により、債権者から何かしらのお問い合わせがあることも多いです。

できることならば、特に金融機関などは事前に合併することをご相談されておくこと

をお勧めします。

会社の組織再編について（２回目）



司法書士法人ヒューマン・サポート法律支援センター

龍田事務所 〒８６１－８００６

熊本市北区龍田３丁目３２番１８号

TEL：０９６－３２７－９９８９ FAX：０９６－３２７－９７９９

清水事務所 〒８６１－８０６６

熊本市北区清水亀井町１６番１１号

TEL：０９６－３４６－３９２７ FAX：０９６－３４６－４０４４

薄場事務所 〒８６１－４１３１

熊本市南区薄場町４６番地 薄場合同ビル内

TEL：０９６－３２０－５１３２ FAX：０９６－３５７－５７１０

健軍事務所 〒８６１－２１０６

熊本市東区東野１丁目１番１２号

TEL：０９６－３６０－３３６６ FAX：０９６－３６０－３３５５

～寄り添う支援で笑顔ふたたび～

当法人は、「ＮＰＯ法人身近な犯罪被害者を

支援する会」との連携を図っています。

ご質問、ご相談等ございましたら、当法人もし

くは下記までご連絡ください。

TEL ０９６－３４１－８２２２

FAX ０９６－３４１－８３３３
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お知らせ

当法人では、継続的な相談にも対応できるよう、顧問契約の締結を行っています。

会社・個人問いません。詳しくはお近くの事務所までお気軽にお問い合わせください。

～命の絆・大切に、輝く命・永遠に～

当法人は、「一般社団法人命の尊厳を考える会」

との連携を図っています。

ご質問、ご相談等ございましたら、当法人

もしくは下記までご連絡ください。

（近経ファーム内）

TEL ０９６－３３７－１２５１

FAX ０９６－３３７－３３５５


